









Longitudinal changes of bone mineral content with age in patients 
with cirrhosis of the I iver 
(肝硬変患者における骨塩量の経年的変化)
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mineral density (BMD値〉をDXA装置 (QDR-2000りを用い測定したっ longitudinalstudyとし
て.男性肝硬変31例 (37-79歳)，女性肝硬変30例 (37-71成)において第2-4腰椎のbonemineral 
content (B MC値)を経時的に測定した。患者背景として肝炎ウイルス (B型. C型).飲滴の有無，
臨床症状(腹水，食道静脈癌，肝癌)の有無と骨塩量の比較を行った。さらに，血液生化学検針と骨塩量
との相関性についても検討したの結果として男性肝硬変患者のBMD値は健常例に比べて有意差を認めな
かったが，女性肝硬変患者のBMD値は60歳代において健常例に比べ有意に低下していた。男性肝硬変患
者のBMC値の年平均変化率はー4.0%であり，健常例 (-0.2 %)に比べて有意の低下を認めなかった
が.女性肝硬変患者の年平均変化率は-2.8%であり，健常例(-1.1 %)に比べて有意の低下を認めた。
さらに.男性肝硬変患者において，アルコール常習群と腔水合併群に有意に骨塩量低下が見られ，また1(1
清アルブミン量と骨塩量との聞に逆相闘を認めた。
本研究により女性の肝硬変患者では健常例に比べ骨塩量の低下率が有意に高値であることが判明した。
さらにアルコール多飲と肝硬変の高度進展は骨塩量低下の誘因になるものと推測された。
本論文は今まで詳細な報告のなかったH本人の肝硬変患者における骨塩量低下に関して新たな知見を加
えたものである。さらに本研究で得られた肝硬変，害者の骨塩量の年平均変化率はこれらの患者の骨病変に
対する治療の評価にも有用と考えられた。
よって著者は博士(医学)の学位を授与されるに値するものと判定された。
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